
 

 

平成29年度 児童虐待防止・ＤＶ防止街頭キャンペーン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
    

ＣＡＰを続けること 

                         感恩講児童保育院 院長 小野寺 恵子 

 この世に生まれてから死ぬまで、全ての人が平等に持っているものがあります。それは、「人権」

です…と言うと、そんなことは当たり前という人はたくさんいることでしょう。一方で、「権利」

と聞くと同時に、同等に並べられるものに「義務」があります。権利を主張するなら、義務を果た

してからにしろ、という言葉もよく耳にします。しかし、同じ権利でも「人権」とは、それが無い

と生きていけないくらい大切なものであり、義務を引き合いに出される他の権利とは全く違うもの

だということをどれだけの人が理解しているでしょう。 

現在、児童養護施設で暮らす児童の約６０％は被虐待児で、中学生など高年齢児になってからの

入所が増えています。虐待の種類としては、心理的・性的・ネグレクトが主ですが、それらの虐待

は、身体的虐待と違って目につきにくく、誰にも気付かれないまま、長期間、虐待環境にさらされ

てきたと推測されます。例を挙げると、親は弁当を置きに来るくらいでほとんど家に帰ってこない、

冬場、家に置き去りにされ、食べる物も灯油もお金もない、知人に預けたまま、親は行方が分から

なくなってしまったなどです。しかし、その最中にいる子どもたちは、今、自分が虐待環境にさら

されているなどとは気づいていません。ただただ、そこに立ち尽くし、困っているのです。しかも、

困っていることを誰にも言えずにいるのです。そういう子どもたちに、義務を果たしてから権利を

主張にしろと誰が言えるでしょう。 

私は、そういう子どもたちに「あなたはこの世にたった一人しかいない大切な存在だよ」「誰か

に相談していいんだよ」「何でも出来る力を持っているよ」ということを伝えたくて、施設に CAP

プログラムを導入しています。 

年に一度、子どもも大人も同じ気持ちで、今一度、自分や相手の人権について考える大事な時間

として大切にしています。 

 

今年度も、11月 4日、秋田県主催の「児童虐待防止・ＤＶ防止街頭キャンペーンに

協賛団体として参加し、県、秋田市、警察、児童福祉施設、民間団体等と共に秋田駅周

辺で暴力の防止を呼びかけました。         【スギッチ、んだッチも呼びかけ】 

   平成28年度中に、全国の児童相談所が対応した件数は122，578 件で過去最多でした。 

虐 待 秋田県児童相談所の対応件数は410件で昨年度より7件増の過去最多です。 

    その要因の一つとして、親が子どもの目の前で配偶者に暴力をふるう面前ＤＶについて警察から 

の通告の増加や、住民や学校等、関係機関の意識の高まりがあげられます。 
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ＣＡＰ勉強会（Ｈ３０．１．２７） 

 講師に柴田健教授（秋田大学教育文化部地域文化学科）をお招き

し愛着の問題について講義を受けました。“愛着は、養育者と子ども

との相互作用であり、生まれて一番先に形成された愛着のパターン

はなくす事はできない。虐待等が原因の愛着障害の回復は、虐待の

記憶が過去のものとして解決できているかどうかである。その為に

は、過去をきちんと過去とすることが大切である。”その他、問題の

外在化の考え方、実践方法等、専門的な分野の内容を分かりやすく

講義され充実した時間でした。ＣＡＰの考え方が心理学的に裏付け

られた部分もあり、活動の意義を再認識しました。 

                         

 

                                

    ・・・・・初めての中学校でのワークショップ・・・・   

秋田市立勝平中学校千秋分校の１年生から３年生（１１名）の皆さんにワークショップを 

実施しました。子ども達と先生、千秋学園の職員の方々と一緒に安心・自信・自由の権利 

について考えました。 

  ◆子ども達の感想◆このような授業は初めてでした。親や先生や友だちなどに相談 

する大切さが分かりました。体罰のことで誰にも相談できなかったことがありました。でも今日の話を聞き少

しだけども勇気をもらいました。（千秋分校：施設内学校 ・千秋学園：児童自立支援施設） （Ｈ２９.5．秋田市）                  

     ・・・・・・３つの児童養護施設のワークショップ・・・・ 

  夏休みの 3 日間、陽清学園の子ども達、職員、地域の方々に２年目の CAP プログラムを行いました。小さい

子ども達が「安心・自信・自由」とジェスチャーで迎えてくれて感激しました。 

一週間後に開催した「地域セミナー」には地域の民生委員、小中学校の先生、障害児通園施設の職員、保育

園、里親、病院の職員等多数参加され「地域の自分達ができること」をテーマにグループで色々話し合い充実

した時間を過ごしました。（Ｈ２９．７～8北秋田市） 

              昨年、11 月の 3 日間は感恩講児童保育院、12 月の 3 日間は聖園天使園でＣＡＰ 

プログラムを行いました。両施設は 6 年目となりますが、施設の職員、子ども達と 

私達メンバーの一体感が感じられました。安心できる生活の中で「自分を大切にす

る気持」や「自分の力を信じる」事を、積み上げていけるような「継続は力なり」と

なれればいいなと思います。（Ｈ２９，11～12 秋田市） 

・・・・・・・里親さんのワークショップ・・・・・・ 

   秋田赤十字乳児院主催の里親さん対象の研修会で、ＣＡＰの講座を行って今年度で４回目となります。ＣＡ

Ｐのテーマ「子ども」と「暴力」、「人権」について皆さんと一緒に考えました。講座の一つにＣＡＰのワークシ

ョップを行っています。ＣＡＰの講座に継続的に参加をして、子どもの人権をより深く理解していただくのも

よいかと思います。          ◆参加者の声◆子どものために親がどうあるべきか考えること 

   （Ｈ２９．８）              ができました。子どもの話を良く聴いて受け止める親でいた

いです。 

CAP 中学生暴力防止プログラム

養成講座in秋田（Ｈ29.5.12～13）   

秋田では２回目となる中学生暴力防止

プログラム養成講座を開催し、県内外から

20 名程の方々が参加され、有意義な養成

講座になりました。ＣＡＰあきたからも２名

のスペシャリストが誕生しました。 

ＣＡＰあきた一言コーナー 

子どもだけが暴力に対する知識を身に付け

ても、周りの大人が「いじめっこを殴り返せ!」な

どと理解のない考え方だと、子どもは益々孤立

してしまいます。暴力を防ぐにはどうしたらよいかを、大人と子どもが共に学ぶことの大切さを地域に広めたいと思います。又、子どもの

話をしっかり聴き、話してくれたことを受け止めたいです。（メンバー山崎真弓） 

 

編集後記：冬季オリンピックの感動と興奮が、春の訪れを早く呼んでくれそうな気がします。ＣＡＰに関心の 

ある方、私達と一緒に活動しませんか？連絡先℡090-4630-975Ｅﾒｰﾙ cap-akita100@docomo.ne.jp 事務局：鶴田悦子 

 


